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竹
林
教
室全

２
回

�

竹
林
で
竹
の
種
類
や
性
質

を
学
び
、
伐
採
し
て
自
分
だ

け
の
お
皿
や
箸
を
作
り
ま
す
。

タ
ケ
ノ
コ
掘
り
も
し
ま
す
。

申
込
者
を
対
象
に
４
月
１２

日
�
午
前
９
時
３０
分
か
ら
郷

土
と
天
文
の
博
物
館
で
説
明

会
、
学
習
会
を
行
い
ま
す
。

【
日
程
】

４
月
２７
日
�
・
５
月
１７
日
�

【
会
場
】

茨
城
県
つ
く
ば
み
ら
い
市
、

古
民
家
松
本
邸
他

【
対
象
】

小
・
中
学
生
と
そ

の
保
護
者
４０
人
（
小
学
４
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

【
費
用
】

大
人
５
５
０
０
円
、

小
・
中
学
生
５
１
０
０
円

【
申
込
方
法
】

往
復
ハ
ガ
キ

に「
竹
林
教
室
」・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
書

い
て
、
３
月
２８
日
�（
必
着
）

ま
で（
多
数
抽
選
）。

考
古
学
セ
ミ
ナ
ー

地
球
環
境
の
変
遷
と
人
類

旧
石
器
・
縄
文
時
代

区
民
大
学
単
位
認
定
講
座
。

旧
石
器
時
代
や
縄
文
時
代

の
環
境
と
人
間
の
活
動
を
解

説
し
ま
す
。

【
日
時
】

４
月
６
日
�
午
前

１０
時
３０
分
〜
午
後
０
時
３０
分

午
前
１０
時
１５
分
ま
で
に
直

接
会
場
へ
。

【
定
員
】

５０
人
程
度

【
費
用
】

２
０
０
円

考
古
学
入
門
講
座

食
と
考
古
学

日
本
の

食
文
化
を
考
古
学
か
ら

探
る

全
３
回

�

区
民
大
学
単
位
認
定
講
座
。

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
資
料

を
基
に
、
日
本
の
食
文
化
の

ル
ー
ツ
と
そ
の
変
遷
を
解
説

し
ま
す
。

【
日
時
】

４
月
６
日
・
２０
日

・
２７
日
の
�
午
後
２
〜
４
時

【
定
員
】

８０
人

【
講
師
】

金
子
浩
昌
氏
（
元

早
稲
田
大
学
講
師
）・
剣
持

輝
久
氏
（
日
本
考
古
学
協
会

理
事
）・
古
泉
弘
氏（
元
東
京

都
教
育
委
員
会
学
芸
員
）

【
費
用
】

６
０
０
円

【
申
込
方
法
】

往
復
ハ
ガ
キ

に「
考
古
学
入
門
」・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

書
い
て
、
３
月
２８
日
�
（
必

着
）
ま
で（
多
数
抽
選
）。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

日
本
と
ハ
ワ
イ
を
星

と
音
楽
で
結
ぼ
う

�

満
天
の
星
の
も
と
、
ハ
ワ

イ
ア
ン
の
生
演
奏
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

４
月
１９
日
�
午
後

７
時
〜
８
時
３０
分
、
２０
日
�

午
後
５
時
〜
６
時
３０
分

【
対
象
】

小
学
生
以
上
の
方

各
回
１
６
５
人

【
費
用
】

２
千
円

【
出
演
】

石
川
優
美
＆

ポ

ノ

ラ

ニ

Pono
L
ani

【
申
込
方
法
】

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
コ
ン
サ

ー
ト
４
月
」、希
望
日（
一
つ
）、

参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名

・
電
話
番
号
を
書
い
て
、
４

月
４
日
�
（
必
着
）
ま
で（
多

数
抽
選
）。

�
飾
酒
作
り
本
舗

新
規
会
員
募
集

�

本
格
的
な
日
本
酒
造
り
を
、

自
然
に
恵
ま
れ
た
福
島
県
東

白
川
郡
塙
町
、
矢
祭
町
で
体

験
し
ま
す
。
会
員
に
は
出
来

上
が
っ
た
日
本
酒
２
本（
４

合
瓶
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

申
込
者
を
対
象
に
４
月
１２

日
�
午
後
２
時
か
ら
郷
土
と

天
文
の
博
物
館
で
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

【
活
動
日
】

月
１
回
程
度
�

�
（
宿
泊
活
動
が
年
５
回
程

度
あ
り
）

【
費
用（
年
額
）】

５
千
円
（
現
地
へ
の
交
通
費
、

宿
泊
費
各
回
１
万
４
千
円
程

度
は
別
途
自
己
負
担
）

【
申
込
方
法
】

往
復
ハ
ガ
キ
に「
酒
作
り
」

・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
書
い
て
、
３
月
２８

日
�（
必
着
）ま
で
。

凡
例
日
日
時

会
会
場

対
対
象

定
定
員

内
内
容

師
講
師

費
費
用

持
持
ち
物

保
保
育

他
そ
の
他

方
申
込
方
法

申
申
込
先

問
問
い
合
わ
せ
先

担
担
当
課

郷
土
と
天
文
の
博
物
館
コ
ー
ナ
ー

【
会
場
・
申
し
込
み
・
担
当
課
】

〒
１２５
‐
００６３
白
鳥
３
‐
２５
‐
１

郷
土
と
天
文
の
博
物
館

３
月
３０
日
�
ま
で

�（
３
８
２
６
）４
２
１
０

４
月
１
日
�
か
ら

�（
３
８
３
８
）１
１
０
１

�
こ
の
マ
ー
ク
の
あ
る
も
の
は
、
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
か
ら
電
子
申
請
で
申
し
込

み
が
で
き
ま
す（
一
部
、
携
帯
電
話
か
ら
は
申
請
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
）。

遺跡は、昔の人々の生活した跡が地中に埋まり、長い時間を経て、今日まで残っ
たものです。発掘調査を行うと、住居や井戸など生活した場所が見つかったり、土
器など当時の人々が使っていた生活
道具が出土したりします。遺跡は、私
たちの祖先がこの地でどのような暮
らしをしていたのかを知る上で、と
ても大切な文化財なのです。
【担当課】 郷土と天文の博物館

「
全
○
回
」と
あ
る
講
座
は
、全
て
の
日
程
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。費
用
の
記
載
が
な
い
事
業
は
無
料
で
す
。多
数
抽
選
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、定
員
を
超
え
た
場

合
抽
選
し
ま
す
。
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
に
よ
る
申
し
込
み
は
原
則
１
人
１
枚
で
す
。
詳
し
く
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

速速報報 最最近近のの遺遺跡跡調調査査
今年度、平安時代の井戸が見つかった柴又での調査を紹介します。井戸は飲料水

確保のために掘られたものと考えられます。井戸の周囲は厚さ３㎝、約５０㎝四方の

板材で囲われ頑丈に作られていました。また、井戸の中からは、当時食器として使

用された土器が出土しました。この調査では、古墳時代や奈良時代の土器も出土し

ており、長い期間にわたって生活していた場所であることが分かりました。

柴又で発見された平安時代の井戸

遺遺跡跡対対象象地地ででのの
建建設設工工事事ななどどのの
計計画画ががああるる方方へへ

遺跡対象地において建物建設など

の土木工事を実施する場合には、文

化財保護法に基づいて、事前に書類

と工事図面を提出していただく必要

があります。遺跡対象地の近接地な

ど遺跡が広がる可能性のある地域で

も、書類や図面類の提出をお願いし

ています。

地面を深く掘削する工事について

は、そこに遺跡があった場合に壊し

てしまう可能性がありますので、工

事の前に発掘調査を実施し、遺跡の

有無などを記録に残す必要がありま

す。

調査の有無や調査方法など、詳し

くは書類提出の際にご説明します。

時代

弥生・古墳・
奈良・平安

中世・近世

古墳・奈良・
平安・中世・近世

中世・近世

古墳・奈良・
平安・中世・近世

不明

奈良・平安・
中世・近世
古墳・奈良・
平安

古墳（後期）

中世・近世

近世

近世

弥生・古墳・奈良・
平安・中世
古墳・奈良・
平安・近世

名称

御殿山遺跡

�西城址

鬼塚遺跡

鬼塚

本郷遺跡

塚

正福寺遺跡

包蔵地

金町浄水場内
遺跡

前津遺跡

小菅銭座跡

小菅御殿跡

古録天東遺跡

柴又八幡神社遺跡

遺跡対象地

青戸６‐１６・４１、
７‐１３～１７・１９～３７、
８‐２２～２５番

奥戸１‐２５～２８、
３‐２～５番

奥戸１‐２８番

奥戸３‐６～１５・２４～２８番

奥戸３‐１２番

奥戸４‐１・２・９番、
東新小岩４‐７～１１・１７・１９・２２～２４番

奥戸６‐６・８・１２・１５番

金町浄水場

亀有２‐４１・４２・５０番

小菅１‐２４～２６番

小菅１‐３５東京拘置所

柴又１‐６～１０・２５～３６、
３‐１２～１４・２８番

柴又１‐４７・４８、３‐３０番

時代

古墳・奈良・
平安・中世・近世

古墳（後期）

縄文・弥生・古墳・
平安・中世・近世
奈良・平安・
中世・近世

古墳（後期）

奈良

古墳・奈良・
平安・中世

不明

古墳（後期）

古墳（後期）

中世・近世

弥生・奈良・
平安

不明

中世

名称

古録天遺跡

柴又八幡神社古墳

柴又河川敷遺跡

柴又帝釈天遺跡

新宿町遺跡

三ツ池古墳

立石遺跡

立石様

南蔵院裏古墳

熊野神社古墳

上千葉遺跡

水元飯塚遺跡

塚

伝�西清重館址

遺跡対象地

柴又２‐１～１１・３‐１１番

柴又３‐３０番

柴又６‐２３番、江戸川河川
敷（柴又５～７丁目）

柴又７‐５～１４番

高砂７‐１３・１４・２１番

高砂７‐２４番

立石８‐３５～４４・４９・５２番

立石８‐３７番

立石８‐４０番付近

立石８‐４３番

西亀有１‐２・３・７・１０～１３・１７番、
東堀切３‐９番

西水元１‐４・１０・１２・１３番

東金町４‐２８番

四つ木１‐２２・２３・２５～２８番

４月１日から郵便料金が改定されます。往復ハガキで講座などを申し込む際は、ハガキの料金不足にご注意ください。

はなしょうぶコール　☎６７５８－２２２２
午前８時～午後８時　年中無休　FAX６７５８－２２２３

区の手続きや催し物の問い合わせ、がん検診の申し込みは
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紙面上では市外局番０３の表記を省略しています。
（９）


